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ファンによる強制空冷を利用した大型 LED 照明の研究 
 

 

１．目的   

本研究では，大型 LED 照明にファンを用いる事で

照明に必要な放熱部品の小型化・軽量化を目指した． 
 省エネを謳う液晶テレビも年々大型化が進み，
消費電力が増加している．そのためテレビ内部は
自然冷却のみでは放熱できず，半導体に大きな負
担がかかっており，各社ファンによる強制空冷を
利用した冷却の研究を行っている．同じくLED照
明も年々大型化とハイパワー化が進み，それに伴
う放熱部品の大きさが各社問題になっている．現
状の自然冷却による放熱方法から強制的に冷却す
る方法，つまりファンによる強制空冷方法に換え
ることが出来たならば照明器自体の小型化が可能
になる．そのためにはファン自体の飛躍的な小型
化が求められる． 
 しかしながら照明器具内に設置できるほどの小
型ファンは存在せず，小型化の論文等もない．理
由としてファンを小型化すると効率や圧力などの
性能が著しく低下しファン性能を満たさないこと
，またファンの法則や理論から外れ，ファン特性
が予測できないことなどが挙げられる． 

そのためファンの小型化とそれに伴う性能低下

を防ぐことを主に研究する． 

 

２．方法と結果 

風洞実験については，風洞実験室と設備を持って

いる徳島大学工学部に協力を依頼し，共同で実験を

行った．実験装置概略図を図 1 に(実験装置は JIS B 

8330 に準拠)，各ファン諸元を図 2 に示す． 

図 1 装置概略図 

 

 

  D200 D50 D30 

外径(mm) 200 50 30 

内径(mm) 149 37.5 22.5 

羽根枚数 36 36 36 

回転数
(rpm) 

300 3200 6000

 

図 2 試作したファン諸元 

 

 従来，徳島大学は D200 を基準として性能向上を

図っていた．そのため D200 を基準として D50・D30

の性能を比較する．ファンを回転させ，圧力測定し

た試験結果を図 3 に示す．圧力とは冷却性能への重

要パラメータである．本紙における圧力とは静圧と

動圧を足した全圧とする．また全ての値は無次元化

を行った係数で表し，圧力係数 ψ・流量係数φとす

る． 

 

  

 

図 3 圧力係数の比較 

 

 図 3 の結果から一般的なファンの最大効率点と言

われる流量係数φ=0.16 付近で，圧力を冷却に利用

する事は D50 も D200 と同様に可能であると考え

られる．しかしながら更なる小型化を狙った D30

ファンに対しては全流量において圧力係数が著しく

悪化しており本研究が求める冷却能力を満たさない

ことが分かる． 

 

 

３．まとめ 

 通常,冷却用ファンに使用されるファンは効率・

圧力性能が重視されファンの法則や理論などから

D200 程度の大きさが採用される事が多い．本研

究は照明自体の薄型・軽量化を目指すため , 効

率・圧力性能と共にファン自体の小型化も重要視

される．本結果を踏まえた上で ,来年度は実際に

小型化したファンを組み込み,大型 LED 照明を作

製する予定である． 

φ 

ψ
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